
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 １２０１ 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 
数学 B 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 新 高校の数学 B（数研出版） 

副教材等 改訂版 新 高校の数学 B対応 ポイントノート数学 B（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、「授業の内容を理解する→問題を解く→解決の過程を振り返ってよりよい解決を考

える（特に間違った箇所）」といった一連の過程で、数学の内容を理解していって下さい。 

問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も

書くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつ

まずいたかを知るための大切なものです。 

・授業以外における課題は、定期的に提出してもらいます。答えを写すのではなく最後まであき

らめずに自分で解けるように取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

確率分布と統計的な推測，数列又はベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習

熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育て

るようにします。さらに、それらを活用する態度を身に付けることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

確率分布と統計的な

推測，数列またはベク

トルに関心を持つと

ともに，それらを事象

の考察に活用して数

学的論拠に基づいて

判断しようとする。 

事象を数学的に考察

し表現したり，思考の

過程を振り返り多面

的・発展的に考えたり

すること等を通して，

確率分布と統計的な

推測，数列またはベク

トルにおける数学的

な見方や考え方を身

に付けている。 

確率分布と統計的な

推測，数列またはベク

トルにおいて，事象を

数学的に表現・処理す

る仕方や推論の方法

等の技能を身に付け

ている。 

確率分布と統計的な

推測，数列またはベ

クトルにおける基本

的な概念，原理・法則

等を体系的に理解

し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

平
面
ベ
ク
ト
ル 

有向線分とベクトル 

ベクトルの和，差 

ベクトルの実数倍 

ベクトルの成分 

ベクトルの内積 

内積の性質 

位置ベクトル 

ベクトルと図形 

〇 〇 〇 〇 a: 向きと大きさをもつ量をベ

クトルで表すことのよさを

とらえようとする。 

b: 向きと大きさで定まる量と

してベクトルについて考察

することができる。 

c: ベクトルの性質を用いて，

ベクトルの和，差および実数

倍を図示することができる。 

d: ベクトルの意味および相等

について理解し，基礎的な知識

を身に付けている。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

空
間
ベ
ク
ト
ル 

空間の座標 

空間ベクトル 

空間ベクトルの内積 

〇 〇 〇 〇 a: ベクトルを座標や成分で表

すことのよさをとらえよう

としている。 

b: ベクトルの計算を数の計算

と対比してとらえることが

できる。 

c: 成分を用いてベクトルを表

すことができる。 

d: ベクトルの成分について理

解し，基礎的な知識を身に付け

ている。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

２
学
期 

数
列
と
そ
の
和 

数列 

等差数列 

等比数列 

 

〇 〇 〇 〇 a: 数列に関心をもち，数の 

並びの規則性について調べ

ようとする。 

b: 規則に従って並べられた数

の規則性について考察する

ことができる。 

c: 等差数列や等比数列の一般

項を求めることができる。 

d: 数列の意味を理解し，一般

項などについて基礎的な知識

を身に付けている。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 
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和の記号Σ 

階差数列 

〇 〇 〇 〇 a: 数列の和について関心をも

ち，Σの性質を利用して数列

の和を求めようとする。 

b: 自然数の和や自然数の２乗

の和などを求める過程につ

いて考察することができる。 

c: 記号Σを用いて数列の和を

表すことができる。 

d: 和を表す記号Σの意味を理

解し，和の公式などについて基

礎的な知識を身に付けている。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

漸
化
式
と
数
学
的
帰
納
法 

漸化式と一般項 

数学的帰納法 

〇 〇 〇 〇 a: 数学的帰納法を用いて、い

ろいろな事柄を積極的に証

明しようとする。 

b: 等差数列や等比数列につい

て、漸化式を用いて考察でき

る。 

c: 漸化式が１次式で表される

数列について、一般項を求め

ることができる。また、数学

的帰納法を用いて等式を証

明できる。 

d: 数学的帰納法の仕組みを理

解し、自然数 nに関する命題の

証明には数学的帰納法が有効

なことを理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

３
学
期 

確
率
分
布 

確率 

確率変数と確率分布 

二項分布 

確率密度関数 

正規分布 

二項分布と正規分布 

〇 〇 〇 〇 a: 確率分布の基本的な性質や

様々な確率変数の特徴を理

解しようとする。 

b: 二項分布や正規分布の様々

な特徴や確率変数や分布曲

線と関連付けて考察する。 

c: 二項分布の期待値、分散、標

準偏差や標準正規分布に従

う確率変数について正規分

布表を用いて確率を求める

ことができる。 

d: 確率変数、確率密度関数、二

項分布と正規分布について、そ

の特徴と性質を理解している。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 
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統
計
的
な
推
測 

母集団と標本 

母平均の推定 

〇 〇 〇 〇 a: 全数調査と標本調査につい

て理解し、それらの身近な例

を見出し、考察しようとす

る。また、標本平均を用いて

母集団が正常かどうか判別

できることに興味を持ち、数

学的にそのような判断をす

る姿勢がある。 

b: 標本平均が１つの確率変数

であることを理解し、定数で

ある母平均との区別がつい

ている。 

c: 乱数表を用いて標本を無作

為抽出することができる。 

d: 母集団の分布と標本平均の

関係を理解し、標本平均がある

範囲になる確率を求めること

ができる。 

確認テスト 

単元テスト 

定期テスト 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


